








MARINE OPPORTUNITIES
The States abundant  marine resources o� er the greatest  
potential for sustainable development. The Economic Exclusive 
200 miles zone is home to one of the largest tuna stock in the 
world. Aquaculture for commercial harvest around the inshore 
areas presents another interesting opportunity as does sport 
�shing in connection to tourism.

Increasing the total catch of marine products, adding value to 
the catch by processing, supplying infrast ructure which 
promotes the industry and developing ancillary services are all 
areas of t he marine sector t hat  o� er unique investment  
opportunities.

Investors considering Kosrae their base for commercial � shing 
operat ions will enjoy cost  savings and bene� ts through a 
complet e set  of  indust ry services includ ing grad ing, 
documentation, and savings on � shing licenses enhance the 
competitive environment for commercial �shing out of Kosrae.

AGRICULTURAL OPPORUNITIES
The fertile slopes of the ancient volcanoes have helped the island 
build a renowned reputation for its quality produce throughout 
Micronesia. The island�Ÿs high qualit y cit rus fruit s: Limes, 
Tangerines and Oranges o� er good potential for investment. A 
number of additional exotic fruits and plants, including Copra, 
Banana, Eggplant, Soft  Taro, Squash and Kava complete the 
interesting palette of opportunities.

The Micronesian Plant Propagat ion Research Center (Tissue 
Culture) at Tofol and the State�Ÿs programs to start numerous 
small agricultural farms for commercial purpose and drain 
swamp areas for addit ional agricultural land to the strengths 
Kosrae can o� er investors processing and harvest ing in 
agriculture.

TOURISM OPPORTUNITIES
Being one of the few truly �  untouched�¡ pearls in the Paci� c 
Ocean, Kosrae gives tourists a unique chance to escape from 
their hectic lives in more advances countries.

The combination of the delicate and beautiful coral reef, dense 
jungle, fascinating culture and people o� er great investment 
opportunit ies within tourism. In accordance with the State�Ÿs 
economic development  st rategy, Eco-tourism and other 
sustainable business activities such as diving, sport � shing and 
cultural sightseeing are expected to play an increasingly 
important role.

The Kosrae Visitor Bureau (KVB) works to promote Kosrae to 
tourists�Ÿ worldwide. Mooring buoys along the reef plans for � sh 
aggregat ing buoys and t he ongoing const ruct ion of  
Utwe/Walung Marine Park, all point to a good potential for future 
development within the tourism industry on Kosrae.
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Aquaculture

Kosrae Visitors Bureau Lelu Ruins
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DREA will facilitate and coordinate the processing of your foreign 

investment  applicat ion with relevant  Departments and/or 

Agencies. 

Processing of FI Application starts once an application form is 

completed and � led with the Department  of Resources & 

Economic A� airs. The Director shall have up to 15 calendar days 

to complete review of each applicat ion. The 15 days may be 

extended if additional information is needed.

A non refundable � l ing fee of $150.00 must  accompany 

application at the time of � ling and there is no annual renewal 

fee. 

Contact Us
For more information, you may contact us at: 

1. Telephone: (691) 370-2044/3017

2. Website:  www.investkosrae.fm 

3. Email:  investkosrae@mail.fm

O� ce hours: Monday thru Thursday, 8:00 am to 3:00 pm, and 

8:00 am to 2:30 pm on Fridays.
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■コスラエ州

地理
コスラエ州の面積は約116 ㎢で、ミクロネシア連邦（略称 FSM）で 2 番目に大きい島
です。北緯 5.9 度、東経 163 度の太平洋上に位置しています。火山の噴火により隆起
してできた島であり、熱帯雨林に囲まれ、多くの希少な動植物が生息しています。広
範囲に及ぶマングローブ樹林は、コスラエを囲む美しい珊瑚礁を保つ重要な役割を果
たしています。

世界の主な都市との距離は、グアム（2,080km）、香港（4,258km）、ホノルル（4,736km）、
ロ サ ン ゼ ルス（8,501km）、マ ニラ（4,749km）、シド ニ ー（5,467km）、東 京
（5,646km）です。

人口統計
コスラエ州の人口は 6,616 人です（2010 年統計）。平均年齢が 21.5 歳と若い世代が
大変多いです。人口は年間およそ 2.4%ずつ増加しています。

経済
ミクロネシア連邦へのアメリカ合衆国による経済援助は 2023 年で終了することが予
定されています。2023 年に経済援助が終了するまでに、ミクロネシア連邦政府主導
の自律経済に移行する必要があります。そのため、コスラエ州内外からの投資による
プライベート・セクターの活動を奨励し、経済を活性化させることが必要不可欠です。
国内における投資は、資産や労働力が限定的なものであることから、コスラエ州政府
は持続的な成長が可能である外国人投資が促進することを望んでいます。

島内の主だったインフラ施設、医療機関、教育機関、商業目的の漁業活動は、コスラ
エ州政府が所有・運営しています。卸売業、レストラン、バー、リゾート、ダイビング、農業、
漁業など、多くのビジネスがプライベート・セクターにより経営されています。生計を
立てるため、小規模の漁業、農業、家畜を営む家庭も多いです。

■インフラ

道路
現在、コスラエ島の 4 分の 3 ほどに道路が整備されています。タフンサック地区にあ
るコスラエ国際空港から島の最南端ウトウェ地区まで、およそ 40km の道路が舗装さ
れています。さらにウトウェ地区から南東部ワラン村までの約20kmが未舗装道路です。

通信
FSM テレコミュニケーション（FSM Telecommunication Corporation）が世界中へ
の国際電話、ならびにインターネットのサービスを提供しており、24 時間いつでも世
界と交信することができます。

銀行
ミクロネシア連邦銀行（Bank of the FSM）とグアム銀行（Bank of Guam）2 つの商
業用の銀行があります。どちらもアメリカ合衆国の連邦預金保険公社（FDIC）の会員
です。ミクロネシア連邦開発銀行（FSM Development Bank）は、コスラエ州の経
済を活性化させることを目的とする投資プロジェクトにローンを提供しています。

電力
島には電力を供給する 3 台の発電機と 13.8 キロボルトの送電網があります。電圧は
120V/240V です。コスラエ発電局（Kosrae Utility Authority）は 198 キロワットを
発電できるソーラーパネルを導入しています。

港湾施設と船便貨物
オキャット湾には商業貨物と漁船の管理を行っている港湾施設があり、すべての商業
貨物船がオキャット湾に着きます。オキャット湾の港は、10,000 トンまでの貨物船と
漁船を停泊させることができる広さがあり、水深も十分にあります。港の幅は約 167
メートル（550フィート）、湾の水深は干潮時でも約 9メートル（30フィート）あります。

港湾施設は 6メートル（20フィート）と 12メートル（40フィート）のコンテナを積み
下ろしすることができ、約 560 平方メートル（6,000スクエア・フィート）の広さの倉
庫を兼ね備えています。また、10,000 トンまでの船を修理できる施設がございます。
120 万ガロンまでガソリンを貯蔵できるミクロネシア石油（FSM Petro Corporation）
の施設もあります。

貨物はアメリカ西海岸と東アジアから 2週間ごとに届きます。アメリカ西海岸のサンフ
ランシスコより Matson Shipping Line と MEL Shipping Travel が、韓国より
Kyowa Linesが入港します。

東へ向かうルートは、高雄、香港、フィリピン、パラオ、ポンペイ、マジュロ、ポートランド、
プサン、横浜、サイパン、グアム、コスラエ、チューク、ポンペイです。

西へ向かうルートは、サンフランシスコ、オークランド、ポートランド、ハワイ、マジュロ、
イバイ、コスラエ、ポンペイ、チューク、グアム、サイパン、ヤップ、パラオ、フィリピン、
シンガポール、香港、高雄です。

空港施設と航空貨物
コスラエ国際空港にはユナイテッド航空とナウル航空が就航しており、旅客と貨物の
航空輸送を行っています。

ユナイテッド航空はホノルルとグアム間を西方面へ週 2 便、東方面へ週 2 便、ボーイ
ング 737型機にて運行しています。

ナウル航空は北太平洋の島々とオーストラリアを含む南太平洋の島々を西方面・東方
面とも週 1便、ボーイング 737型機にて運行しています。

空港施設は1,905メートル（6,250フィート）の滑走路と航空便救命用の消防署（ARFF）、
気象予報台があります。

土地使用権
コスラエ州資源経済局（略称 DREA: Kosrae State Department of Resources & 
Economic A�airs）が商業発展を目的とした長期リース契約を検討している土地の所
有者を紹介します。コスラエ州の憲法では、最長 55 年までの長期リース契約を結ぶ
ことができます。

■投資

投資に関するコスラエ州の規定
コスラエ州への投資活動における禁止事項
(a)法令に基づくもの
 (ⅰ)  有毒物質の製造ならびに、
 (ⅱ) ギャンブル、カジノ施設の建設。

(b) コスラエ州資源経済局長により指定されているもの
 (ⅰ)  ナトリウム、青酸カリ、圧縮空気を使用した漁業活動。

これらの禁止事項は、コスラエ州における外国人投資活動に適用されます。

コスラエ州への投資活動における推奨されない事項
(c) 法令に基づくもの
 (ⅰ)  不動産ブローカーならびに、
 (ⅱ)  エコツーリズム以外の旅行業。

(d) コスラエ州資源経済局長により指定されているもの
 (ⅰ)  珊瑚礁に生息する魚類の貿易または珊瑚の捕獲。

コスラエ州発行の外国人投資許可証（State Foreign Investment Permit）を取得す
るにあたり、外国人投資規定に明記されている審査基準以外に、コスラエ州における
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■在留邦人
2016年 1月現在、コスラエ州には 3名の在留邦人がいます。2名が農業、1名が観光
業に従事しています。

■応募手順
コスラエ州資源経済局（DREA）は外国人投資の申し込み手続きを支援します。

外国人投資の申し込み手続きはまず、コスラエ州資源経済局（DREA）指定の申込用
紙を記入することから始まります。コスラエ州資源経済局長が申込書類を最長 15営業
日かけ審査します。申請にあたりさらに追加情報が必要な際は、新たに 15 日間が手
続きに必要となります。

払い戻し不可の 150 ドルの手数料を申込書の提出時に支払う必要があります。手数料
以外の年間更新手数料などはございません。

さらなる情報は、電話、または E メールにて、コスラエ州資源経済局（DREA）まで
お問い合わせください。営業時間、月曜日から木曜日までが 8 時から 15 時まで、金
曜日が 8時から14時 30分までです。

問い合わせ先
1. 電話番号：(691) 370-2044/3017
2. ホームページ：www.investkosrae.fm 
3. メールアドレス：investkosrae@mail.fm

推奨されない商業活動の具体的な基準は定められていません。
コスラエ州への投資活動にて推奨される事項
前述の禁止事項ならびに推奨されない事項以外の活動です。

コスラエ州の外国人投資規定に明記されている審査基準以外に、コスラエ州発行の外
国人投資許可証を取得または維持する具体的な記述は定められていません。

審査基準
( 1 ) 応募者（または団体）は過去 10 年間に本国のいずれかの州または本国以外にお
いて、有罪判決を受けていない、または不道徳行為における罪を犯していないこと。

( 2 ) 応募者（または団体）は本国のいずれかの州において外国人投資許可証
（Foreign Investment Permit）を取消されていないこと。

( 3 ) 応募者（または団体）は本国の政府、個人に対し、負債支払いの期間延長を除いて、
最終判決後 30 日を過ぎた負債がないこと。そして、本国の州裁判所または連邦裁判
所において上訴できない判決を受けていないこと。

審査基準のいかなる違反行為は、コスラエ州司法長官の同意を得て、コスラエ州資源
経済局長によりその申請を見送られます。申請を棄却された者で、さらに外国人投資
許可証の取得を希望する者は、その棄却に関する理由を書面にて申し出て、コスラエ
州資源経済局長とコスラエ州司法長官の署名を得る必要があります。

■将来性が見込めるビジネス

水産業
コスラエ州の豊富な海洋資源は経済発展の大きな可能性を秘めています。320km に
及ぶ経済水域は、世界中でも指折りのマグロの生息域です。また、コスラエに生息す
る魚や貝類の養殖や、旅行者によるスポーツ・フィッシングもまた経済発展の大きな
可能性を秘めています。水産物の水揚げ高が増え、加工産業が伸びることは、水産業
のインフラを発展させる機会にもつながります。

農業
火山により作り出されたコスラエ島の肥沃な大地は、ミクロネシア地域全体の中でも
特に農業に適している島として知られています。コスラエ島のライムやタンジェリン、
オレンジなどの高品質の柑橘系の果物は、大きな経済発展の可能性を秘めた投資対象
の一つです。ヤシの実、バナナ、ナス、タロイモ、カバなどの多くの果物や植物もま
た有力な投資の対象になるでしょう。

州都トフォルにあるミクロネシア植物繁殖研究所（Micronesia Plant Propagation 
Research Center, Tissue Culture）とコスラエ州のプログラムでは、商業目的の小規
模な農業を行う人々を支援しています。また、湿地帯を農地にして、投資家が農作物
を収穫し加工することができる環境づくりの協力を行っています。

観光業
太平洋の島々の中でも特に手付かずの資源が広がるコスラエは、旅行者に先進国の喧
騒から離れる絶好の機会を与えています。コスラエ島を囲む美しい珊瑚礁、島内に広
がるジャングル、そして、魅力的なコスラエの文化や島民は、観光業に投資するための
重要な資源です。コスラエ州の経済発展戦略では、エコツーリズムならびにダイビング、
スポーツ・フィッシング、文化体験、環境を保護するその他の商業活動もまた重要な
観光資源と期待されています。

コスラエ州政府観光局（略称 KVB: Kosrae Visitors Bureau）は世界中に観光プロモー
ションを行っています。コスラエの海では珊瑚の保護を目的として、ボートを停泊する
際に錨を結ぶためのブイが設けられています。コスラエの観光産業は将来的な発展の
可能性を秘めています。
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Department of Resources & Economic A�airs
Kosrae State Government

P.O. Box 600, Tofol, Kosrae, 96944
Federated States of Micronesia

Tel: (691) 370-2044/3017
Email: investkosrae@mail.fm

Website:  www.investkosrae.fm
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